
（様式　５－２） 地域重点施策推進事業事後評価調書（令和元年度実施分） 地域振興局名： 仙北地域振興局

（地域施策推進事業）

部　名 部長名 担当課 担当班名 担当者名 電話番号 事業名、事業期間 事業目的・必要性
 事業費

（円）

委託・
負担金・

直営
事業実施状況 事業実施主体

事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業の効果
今後の課題及び

取組方向

移住者受入推進事業 平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

防災減災啓発事業 平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

中高生等の地元定着支援
事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

総務企画部 齋藤秀樹 地域企画課
企画・観光

振興班
堀川　克利

0187-63-
5114

仙北地域の人口の社会減
縮小を図るため、県内移
住者と市町職員及び県職
員と座談会を行うことによ
り、移住希望者を官民協
働ネットワークへ誘導する
とともに空き家の利活用
促進を図る。

     422,376 委託・直営

・移住者交流会の実施と普及啓発
  　開催日　令和元年12月6日
　　会　場　 PLUS CAFÉ 大曲駅前店
  　参　加 　移住者4名、市町職員2名、
　　　　　　　 地域おこし協力隊3名、
　　　　　　　 大仙市移住コーディネーター1名

・空き家の無料相談会の開催
　　第１回開催日　令和元年6月8日
　　会　場　美郷町公民館ホール
　　件　数　18件
　　第２回開催日　令和元年8月11日
　　会　場　仙北市角館交流センター
　　件　数　17件
　　第３回開催日　令和元年11月2日
　　会　場　大仙市大曲交流センター
　　件  数　13件

県、市町、解体
工事業協会、
宅県業協会、
土地家屋調査
士会、全日本
不動産協会、
司法書士会、
行政書士会、
建築士会

移住者、移
住希望者、
空家所有者

・官民協働の移住サポー
ト体制について、移住希
望者等を行政以外のネッ
トワークに誘導することは
意義があること、ニーズが
あることが確認できた。

・相談者の満足度が9割近
くと高く、ニーズに合った
行政サービスの提供がで
きている。

・移住者が気軽に相談、
情報交換できる場を充実
させ、参加が増えるよう支
援していく。

・空き家の利活用促進を
図るよう、引き続き市町・
関係団体と連携して無料
相談会を開催するなど継
続的に取り組んでいく。

総務企画部 齋藤秀樹 地域企画課
企画・観光

振興班
堀川　克利

0187-63-
5114

防災・減災に対する地域
住民の意識向上のため
に、「楽しみながら身につ
く、考える防災」をテーマ
にカフェを開催する。

      97,356 直営

防災カフェ開催
　第1回開催日　令和元年9月29日
　会　場　大仙市、参加　24名
　第2回開催日　令和元年12月15日
　会　場　仙北市、参加　14名

県、子育てサ
ポーター

子育て世代
の者

・子育て支援団体、女性
消防団とのつながりがで
き、それぞれ双方で防災
啓発の大切さを認識し、
今後も啓発関連の事業の
必要性を伝えることができ
た。

・女性消防団の活躍の場
と消防団員のＰＲ機会を
提供できた。

気軽に防災の知識に触れ
られるよう引き続きカフェ
形式のセミナーを開催す
る。

総務企画部 齋藤秀樹 地域企画課
企画・観光

振興班
堀川　克利

0187-63-
5114

仙北地域の人口の社会減
縮小を図るため、高校２,３
年生向け企業説明会を実
施する。また、県外在住者
に向けて地元での就職を
選択してもらうため、地元
や県外イベントにおいて地
元就職支援に関する情報
を記載した情報発信ツー
ル等を配布する。

     556,673 直営

・高校３年生向け企業説明会
　　開催日　令和元年７月８日
　　会　場　大曲エンパイヤホテル
　　参　加　52社、生徒 174名

・高校２年生向け企業説明会
　　開催日　令和2年2月17日
　　会　場　仙北ふれあい文化センター
　　参　加　41社、生徒 362名

・一般求職者向け面接会・企業説明会等の
　開催
　　開催日　令和2年1月12日
　　会　場　フォーシーズン（大仙市）
　　参　加　41社、102名

県、市町、ハ
ローワーク

高校生、一
般求職者

・高校３年生は企業への
応募前見学や企業の絞り
込み等、就職活動の本格
化に繋がり、高校２年生
は進路決定に当たって地
元就職を選択する動機付
けとなった。

・一般求職者向け面接会・
企業説明会後、就職決定
件数が８件あった。

新型コロナウイルス感染
拡大に伴い、高校生の県
内就職志向への期待が高
まる反面、県内企業の景
況や雇用確保の情勢は予
断を許さない状況にあり、
引き続き地元就職を選択
する動機付けの機会を提
供していく。

－1－



（様式　５－２） 地域重点施策推進事業事後評価調書（令和元年度実施分） 地域振興局名： 仙北地域振興局

（地域施策推進事業）

部　名 部長名 担当課 担当班名 担当者名 電話番号 事業名、事業期間 事業目的・必要性
 事業費

（円）

委託・
負担金・

直営
事業実施状況 事業実施主体

事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業の効果
今後の課題及び

取組方向

企業力トレーニング「2050
に向けた事業継続」応援
事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

地域の活性化に向けた活
動促進事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

アルコール関連問題対策
事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

働き盛り世代のメタボ対
策

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

総務企画部 齋藤秀樹 地域企画課
企画・観光

振興班
堀川　克利

0187-63-
5114

県内企業間での人材獲得
競争が続く中、仙北管内
の各企業がその魅力と企
業価値を高め、次世代に
事業を継続できるよう各企
業・産業の支援に取り組
む。

     444,200 委託・直営

・「自社の魅力ＵＰ採れる企業セミナー」の
 開催
　　開催日　令和元年７月８日
　　会　場 　大曲エンパイヤホテル
　　参　加 　26社、約50名

・コミュニティＦＭ「んだ。んだ。30分」の放送
　　放送日　奇数月の毎週日曜日15時～
　　　　　　　 15時30分（最終週除く）
　　内　容　企業や業界・人にスポットを当てた
　　　　　　  活動紹介

・仙北地域若者雇用サミットの開催
　　開催日　令和元年６月３日
　　会　場　 大仙市健康増進センター
　　参　加　 管内の７高校校長、７経済団体、
　　　　　　　 各市町長等
　　内　容　 若者の更なる地元定着と地元企
                業の雇用促進に係る意見交換

・仙北地域・企業リーダーによる意見交換会
　の開催
　　第１回
　　　開催日　令和元年10月９日
　　　会　場　 大曲商工会議所
　　第２回
　　　開催日　令和２年１月27日
　　　会　場　 大仙市健康増進センター
　　内　容　 仙北地域の中核企業等の代表者
　　　　　　　 と人材確保や育成、社内定着に
　　　　　　　 関する意見交換

県、市町、ハ
ローワーク、
（株）ＴＭＯ大曲

企業経営
者、若者

・企業経営者が、働き方改
革を通じた魅力ある職場
が業務効率化や人手不足
解消にも繋がると認識す
るきっかけとなった。

・新卒に関する早期求人
要請とともに、各参加団体
関係者間で情報共有が実
現した。

・地域の先駆的な取組に
ついて業界や市町の垣根
を越えた意見交換ができ
た。

仙北管内の各企業の魅力
と企業価値を高めるた
め、企業リーダーによる意
見交換会を開催するな
ど、引き続き各団体と連携
して取り組んでいく。

総務企画部 齋藤秀樹 地域企画課
企画・観光

振興班
堀川　克利

0187-63-
5114

仙北地域の多様な主体に
よる様々な地域活性化活
動の促進を図るため、地
域活性化活動を実施・支
援する。

     537,261 委託・直営

・秋田内陸沿線での田んぼアート制作の支援

・100キロチャレンジマラソン運営支援

・フリースタイルスキーワールドカップ秋田
　たざわこ大会運営支援

県、農家
観光客、参
加選手

各市町や団体等と連携し
て事業を実施し、仙北地
域の活性化に繋がった。

今後も地域の活性化活動
を促進するため、各市町
や団体等と連携して事業
を実施していく。

福祉環境部 豊島優人
健康・予防

課
健康・予防

班
大門　洋子

0187-
63-3404

当管内で生活習慣病によ
る死亡率やメタボリックシ
ンドローム該当者が県平
均を上回っている現状か
ら、メタボ対策に重点的に
取り組むことにより、健康
寿命の延伸を図る。

     279,320 直営

・関係者との連絡会議
　 令和元年12月16日、当部会議室
 　出席　17名

・健康づくり教室
 　前期３回、後期３回
 　参加　66名

県
健康づくり
関係者及び
事業所職員

連絡会議では、働き盛り
世代の健康づくりの必要
性について情報共有でき
た。商工会３か所で、先駆
的に教室を実施できたの
で、取組状況を他の事業
所へ紹介し、健康づくりの
必要性を地域へ啓発して
いきたい。

健康づくり教室前後のア
ンケート調査から、野菜不
足や塩分過多、運動不足
等の実態が把握できた。
健康づくりに取り組む動機
付けや、個人や職場全体
での継続が課題である。
今後は職場の取組の紹介
や健康づくり情報を盛り込
んだリーフレットを作成し、
事業所に配布する。

福祉環境部 豊島優人 企画福祉課
調整・障害

者班
髙橋　知之

0187-
63-3403

アルコール関連問題は、
本人のみならず家族や地
域に深刻な影響を及ぼし
ていることから、早期介入
と効果的な支援を図るた
め、幅広く関係機関の連
携を図るとともに、相談機
関の資質向上及び普及啓
発に取り組んでいく必要
がある。

     231,360 直営

・アルコール関連問題地域連携検討会
　令和元年9月25日、24名

・アルコール依存症に関するリーフレット
　10,000部作成、400カ所へ配布

県
相談機関職
員、一般県
民

・医療機関や行政、地域
の自助グループが一堂に
会し情報交換などを行っ
たことにより、これまで以
上に多面的に課題や役割
を共有することが出来た。

・回復のステップや相談窓
口を掲載したリーフレット
の作成により、問い合わ
せや相談に繋がった。

医療機関や行政のほか、
自助グループ等が一堂に
会することで、様々な立場
の方々の顔の見えるつな
がりが築かれ始めており、
今後、そうした関係を強化
し、切れ目ない効果的な
支援に結びつけていく。

－2－



（様式　５－２） 地域重点施策推進事業事後評価調書（令和元年度実施分） 地域振興局名： 仙北地域振興局

（地域施策推進事業）

部　名 部長名 担当課 担当班名 担当者名 電話番号 事業名、事業期間 事業目的・必要性
 事業費

（円）

委託・
負担金・

直営
事業実施状況 事業実施主体

事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業の効果
今後の課題及び

取組方向

園芸作物加速化・パワー
アップ事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

次世代を担う新規就農者
確保・育成支援事業

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

農林部 石井公人
農業振興普

及課
産地・普及

班
石井清一

0187-63-
6110

園芸品目の生産拡大を図
るため、県内トップシェア
に位置する主要な園芸品
目の生産拡大に向け、Ｊ
Ａ・市町との協議により、
大規模園芸拠点の整備、
生産技術の向上等による
販売額の増加につなげ
る。

     630,875 直営

【菌床しいたけ、シャインマスカット】
・栽培講習会、ほ場巡回の実施
　　栽培講習会:６月７日ほか５回・参加200名
　　園地巡回:４～３月
・視察研修
　　横手: ８月８日・参加25名
　　秋田: 10月11日・参加13名
・目揃会（９月６日ほか1回）
・シャインマスカット品質検討会: 10月２日・
　参加19名
・ぶどう加工支援
　　試作品試食: １月23日
　　委託製造講習会: ２月27日・参加27名
・菌床しいたけへの支援
　　品質査定会: 10月28日・参加３名
【いぶりがっこ】
　いぶりがっこ用大根への支援（燻製試作機
テスト:４～12月、大根品種試験:９～11月）
【ＮＡＭＡＨＡＧＥダリア】
　ＮＡＭＡＨＡＧＥダリア技術課題解決実証（実
証ほの設置:５～11月、実証ほ結果報告:１月
28日）
【アスパラガス】
・アスパラガス先進地視察（新型コロナウイル
ス感染症により中止）
・アスパラガス半促成栽培病害虫対策（調査、
農薬選定:４～３月）
【えだまめ】
　えだまめ品質向上等に向けた支援
 　目揃い講習: ７月17日､９月19日､10月７日・
　 参加86名
　 巡回指導: 7～10月
【ダリア】
　ダリアの日持ち性向上支援（大田市場調査
9/4～6、日持ち性ＰＲ10月23日～11月１日、
栽培指導５月～12月）
【産地ＰＲ活動の支援】
　農業体験ツアー: ８月20日・参加30名

県

アスパラガ
ス生産者、
えだまめ生
産者、種な
し大粒ぶど
う生産者、
しいたけ生
産者、ダリ
ア生産者

【菌床しいたけ】
　管内しいたけの品質、市
場評価の把握と情報共有
が図られた。
【シャインマスカット】
　栽培者の生産技術及び
知識の向上が図られ、次
年度生産に向けての意欲
の向上が見られた。
【いぶりがっこ】
　試作機の能力の把握が
できた。品種試験での適
応性が把握された。
【ＮＡＭＡＨＡＧＥダリア】
　採花率向上のための技
術確認ができた。
【アスパラガス】
　半促成型での病害発生
状況の把握と農薬選定が
できた。
【えだまめ】
　品質向上が図られ、市
場クレームの減少につな
がった。
【ダリア】
　花持ち性の違いが確認
でき、高温期の切り前見
直しにつながった。
【産地ＰＲ活動の支援】
　消費者の理解醸成につ
ながり、仙北の園芸産地
ＰＲと職に関するネット
ワークが広がった。

以下について引き続き取
り組んでいく。

【シャインマスカット】
・生産者の栽培技術格差
の解消
・加工製品の委託販売の
推進
【ＮＡＭＡＨＡＧＥダリア】
　需要期に合わせた作型
の検証
【アスパラガス】
　継続した病害虫調査と
防除暦の改編

農林部 石井公人
農業振興普

及課
担い手・経

営班
戸澤　淸徳

0187-63-
6110

園芸産地の拡大や農林水
産ビジネスの展開を支え
る基盤づくりのため、新規
就農者の確保と定着は不
可欠である。一般高校を
含めた就農啓発活動の推
進と、若い就農者が栽培
技術や販売戦略などス
テップアップする取組を支
援する必要がある。またＩ
ＣＴ農業の推進や、活用が
進んでいない地域資源の
有効利用を支援する。

     665,754 直営

【高校生に対する就農啓発】
・意見交換会:12月23日・参加25名
・農業フォーラム:２月12日・参加330名
【若手農業者の経営力・販売力向上】
・視察研修:11月19～20日・参加２名
・販売活動支援７月13日、７月20日、８月４日、
　８月11日、10月19～20日、10月27日
・首都圏マーケティング研修２月26～27日・
　参加５名
【ＩＣＴ活用モデルの検証】
・パワーアシストスーツの導入推進
・水田センサーによる水管理システム実証
・スマート農業技術の開発実証
【下水汚泥等の活用モデルの検証】
・下水汚泥の再利用実証

県

若手農業
者、農業研
修生、大曲
農業高校、
農業法人

・学生への就農啓発によ
り、農業に対する興味増
進が図られ、就農意欲向
上につながった。

・視察研修や首都圏マー
ケティングによりＰＲツー
ルを効果的に活用した販
売促進活動の効果を確認
できた。

・パワーアシストスーツの
導入により、軽労化が図ら
れ、身体的負担の軽減に
つながった。

・意見交換会では各種部
門の話題に対応できるよ
う講師となる農家の選定
を工夫するなど、内容の
充実を図る。

・新規就農者が営農定着
するため、より具体的・実
践的な販売や経営管理・
栽培技術習得支援が必要
であり、関係機関の連携
による支援体制の強化を
図る。
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事業の効果
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取組方向

高校生と保護者による現
場施設見学会

平成31年4月1日

平成31年4月1日～
令和2年3月31日

令和2年5月20日

建設部 酒井不二彦
企画・建設

課
企画監理班 佐藤元彦

0187-63-
3111

高校生及び保護者を対象
とした現場施設見学会を
実施する。

見学会を通じて、社会資
本の整備や建設産業への
興味・関心を高めるととも
に、具体的な仕事の内容
を理解することにより、就
業に対するイメージを醸成
する。

      39,890 直営

・大曲工業高校生を対象としたICT現場
　見学会
　開催日　令和元年9月17日
　場　 所　雄物川
　参　 加　15名
  内　 容　ICT建機による施工実演・試乗、
　　　　　　３次元測量の実演、ドローン操作
　　　　　　体験　他

・大曲農業高校生を対象とした現場見学会・
　企業訪問
　開催日　令和元年11月15日
　場　 所　楢岡川　他
　参　 加　 ７名
　内　 容  河川工事、ほ場整備現場等の
　　　　　　見学、３次元測量の実演、建機の
　　　　　　体験乗車、地元建設企業訪問

県

高校生、
県・大仙市
（若手技術
職員）、建
設業協会

・実施後の参加者アン
ケートにより、「ICT導入に
よる建設技術の進歩を実
感した」「女性でも操作が
できるのはいいこと」「将
来の進路を考える上で参
考になった」との声が聞か
れた。

・企業訪問では、卒業生
社員による講話に熱心に
耳を傾け、社会人としての
自覚や学生時代に学ぶべ
き点等について質問が出
されており、高校生に対
し、県内建設企業で働くイ
メージを多少ならず持たせ
られたものと感じている。

・最新のICT技術に触れら
れる機会ということで、例
えば３次元測量の概念や
建設機械の無人施工の仕
組みなど、高校生には難
解な内容が含まれてい
た。

・学校を通じて保護者へ
の参加をお願いしたが、
参加者はなく、小中学校と
違って、親子同伴での参
加といった雰囲気はな
かった。実施する場合は
親子別行程の検討も必要
だと感じた。

・今後については、県外・
大手企業にはない県内就
職の魅力を一層伝えるこ
とや、対象を中学生まで
広げるなど、担い手の「裾
野拡大」を図っていきた
い。
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